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平成２７年第４回農業委員会総会 

 

         平成２７年４月２０日午後２時３０分 八街市農業委員会総会を 

         八街市役所第１会議室に招集し、内容は次のとおりである。 

 

１．出席者 

    １．内 藤 富 夫      ９．森  邦 央      16．日 暮 守 信 

    ２．舩 木 勝 利      10．武 藤  功      17．石井とよ子 

    ３．岩 品 要 助      11．長谷川英雄      18．鈴 木 勝 雄 

    ４．池 田 寿 男      12．宇津木邦雄      19．保 谷 俊 雄 

    ５．貫 井 正 美      13．中 村 勝 行      20．金 子 正 弘 

    ６．林  和 弘      14．長 野 猛 志      21．中 川 利 夫 

    ８．高 橋  猛      15．小 川 正 夫      22．三 須 裕 司 

 

２．欠席者  

    ７．山 本 重 文 

 

３．事務局 

    事 務 局 長  醍 醐 文 一         主 査  宮 内 清 志 

    副 主 幹  菅 沼 邦 夫         主 査 補  浅 井 久 子 

 

４．議決事項 

    議案第１号 農地法第３条の規定による許可申請について 

    議案第２号 農地法第４条の規定による許可申請について 

    議案第３号 農地法第５条の規定による許可後の計画変更承認申請について 

    議案第４号 農地法第５条の規定による許可申請について 

    議案第５号 農用地利用集積計画の承認について 

    議案第６号 農地台帳点検等実施規程の承認について 

 

５．その他 

    報告第１号 農地法第１８条第６項の規定による通知について 

    報告第２号 農地法施行規則第３２条第１号の規定による農地転用の届出について 

    報告第３号 農地法施行規則第５３条第５号の規定による農地転用の届出について 

    報告第４号 農用地利用集積計画の中途解約に係る通知について 
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○醍醐事務局長 

 開会を宣す。（午後２時３０分） 

○三須会長 

 平成２７年度第４回総会にあたり、一言ご挨拶を申し上げます。 

 本日は、大変忙しい中、そして悪天候の中、委員多数のご出席をいただきまして、誠にあり

がとうございます。 

 この４月１日より農業委員会改革法が開始されまして、本市におかれましては、任期満了後、

あと２年ですか、首長推薦となります。印旛管内においては何カ所か近々に改選されるところ

もあります。推移を見ながら行きたいと思います。詳細については、知りたい方ありましたら、

局長がよく知っておりますので、局長の方へお尋ねください。 

 さて、今月の案件につきましては、農地法第３条、第４条、第５条、本体で３６件で、農地

利用集積計画の承認について１２件、農地台帳点検等実施規定の承認について、報告案件４件、

合わせまして総件数５３件が提出されております。慎重審議をお願いし、開会の挨拶といたし

ます。 

 ただいまの出席委員は２１名で、定数の過半数以上に達しておりますので、この総会は成立

しました。 

 なお、山本委員より欠席の届け出がありましたので、報告いたします。 

 それでは、日程に従いまして、会務報告をお願いいたします。 

○醍醐事務局長 

 それでは、会務報告ということで報告させていただきます。 

 ３月２６日木曜日、午前１１時から農業会議通常総会、また、同日の午後１２時４５分から

農業委員会長事務局長会議が県教育会館で開催されまして、これには三須会長と私が出席して

おります。 

 また、同日、２６日木曜日、午前１０時から転用事実確認、現地調査が市内で実施されまし

て、これには森委員、保谷委員に出席いただいています。 

 ３月３０日月曜日、午後１時半から第５回八街市経営基盤強化促進協議会が市役所第１会議

室で行われ、これには三須会長が出席いただいています。 

 ４月に入りまして、３日金曜日、午後１時半から転用事実確認、現地調査を、また、農地パ

トロールを市内で実施しております。これには中川副会長、武藤委員、金子委員に出席いただ

いています。 

 ４月１５日水曜日、午後１時半から部会の現地調査を市内で実施しました。出席者は三須会

長、鈴木部長、武藤副部長、舩木委員、池田委員、中村委員、貫井委員に出席いただいていま

す。 

 また、この関係で、４月１７日金曜日、午後１時半から部会の面接調査が実施されまして、

これには三須会長、武藤副部長、舩木委員、池田委員、中村委員、貫井委員に出席いただいて

います。 
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 また、同日、４月１７日の金曜日、午後４時からは平成２７年度八街市農業研究会総代会が

保健センター大会議室で行われ、三須会長に出席をいただいております。 

 以上であります。 

○三須会長 

 次に、議事録署名人の選任についてでございますが、議長からの指名することで異議ないで

しょうか。 

（「異議なし」の声あり） 

○三須会長 

 異議なしと認め、こちらからご指名申し上げます。 

 今月は議席番号１９番、保谷委員、２０番、金子委員にお願いいたします。 

 それでは、議事に入ります。 

 議案第１号、農地法第３条の規定による許可申請についてを議題といたします。 

 事務局、説明願います。 

○菅沼副主幹 

 それでは、議案第１号、農地法第３条の規定による許可申請についてご説明いたします。 

 番号１から９については、面積以外の区分、所在、地目、権利者事由、義務者事由が同じで

ありますので、番号２からは面積のみといたします。 

 番号１、区分、地上権。所在、八街字榎台。地目、畑。面積８，３８３平方メートルのうち

５３８．５１平方メートル。権利者事由、農地の借受者が耕作を継続しながら、上部に地上権

を設定して、営農型太陽光発電事業を行い、安定した収入を得たい。義務者事由、権利者から

要望されたため。なお、本案件は、議案第４号、２番に関連しております。 

 番号２、面積５３４．３９平方メートルで、議案第４号、３番に関連しております。 

 番号３、面積５３０．０２平方メートルで、議案第４号、４番に関連しております。 

 番号４、面積５２１．５７平方メートルで、議案第４号、５番に関連しております。 

 番号５、面積５１７．３７平方メートルで、議案第４号、６番に関連しております。 

 番号６、面積５１２．９５平方メートルで、議案第４号、７番に関連しております。 

 番号７、面積５０８．７１平方メートルで、議案第４号、８番に関連しております。 

 番号８、面積５００．１０平方メートルで、議案第４号、９番に関連しております。 

 番号９、面積４９５．８５平方メートルで、議案第４号、１０番に関連しております。 

 番号１０、区分、贈与。所在、八街字多賀見野。地目、畑。面積５７４平方メートルほか１

筆、計２筆の合計面積６５１平方メートル。権利者事由、経営農地に隣接しているため、規模

を拡大したい。義務者事由、活用する予定がないため、譲り渡したい。 

 番号１１、区分、売買。所在、吉倉字瀬田入。地目、畑。面積１，１５４平方メートル。権

利者事由、当該申請地をこれまで借り受けていたが、所有権を取得し、引き続き耕作を継続し

たい。義務者事由、当該申請地をこれまで貸し付けていたが、権利者に売却したい。 

 番号１２、区分、使用貸借。所在、八街字宮前。地目、畑。面積２，２２６平方メートルほ
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か１筆、計２筆の合計面積５，３１９平方メートル。権利者事由、新規で農業経営を始めたい。

義務者事由、高齢のため、経営規模を縮小したい。 

 番号１３と１４については、所在と面積以外の区分、地目、権利者事由、義務者事由が同じ

でありますので、番号１４は、所在と面積のみといたします。 

 番号１３、区分、地上権。所在、沖字西沖。地目、畑。面積１３０平方メートルほか３筆、

計４筆の合計面積５１９平方メートル。権利者事由、農地の借受者が耕作を継続しながら、上

部に地上権を設定して、営農型太陽光発電事業を行い、安定した収入を得たい。義務者事由、

権利者から要望されたため。なお、本案件は、議案第４号、１７番に関係しております。 

 番号１４、所在、沖字西沖。面積３９４平方メートルほか２筆、計３筆の合計面積１，０１

８平方メートルで、議案第４号、１８番に関連しております。 

 以上です。 

○三須会長 

 １番については議案第４号、２番と関連しており、また、２番については議案第４号、３番

と、３番については議案第４号、４番と、４番については議案第４号、５番と、５番について

は議案第４号、６番と、６番については議案第４号、７番と、７番については議案第４号、８

番と、８番については議案第４号、９番と、９番については議案第４号、１０番と、１３番に

ついては議案第４号、１７番と、１４番については議案第４号、１８番と関連しておりますの

で、後ほど担当委員の調査報告を受け、採決いたします。 

 それでは、担当委員の調査報告をお願いいたします。 

 １０番について、内藤副部長、お願いいたします。 

○内藤副部長 

 それでは、議案第１号、１０番、農地法第３条申請に係る調査結果について報告します。 

 申請地はＪＲ榎戸駅より南へ約１キロメートルに位置し、境界は測量により確定されており

ます。現況は畑。進入路は、現在耕作されているため、確保されています。 

 次に、農地法第３条第２項の不許可基準に該当するか否かについて報告します。 

 権利者の所有している主な農機具はトラクター３台、耕運機２台、軽トラック２台です。労

働力は、権利者とその家族の３名です。常時雇用者はなしです。年間農作業従事日数は、権利

者が３００日、家族が平均２００日です。また、技術力はあり、面積要件については、下限面

積の５０アールを満たしております。現在所有する農地は全て効率的に耕作しており、過去３

年間において農業経営規模を縮小させる行為を行った事実はありません。また、周辺地域にお

ける農地等の農業上の効率的かつ総合的な利用の確保についても支障ありません。その他参考

となる事項としましては、営農計画はニンジンを作付する計画になっております。通作距離は、

自宅に隣接しているので、問題ありません。また、以前に両者で契約を交わし、既に隣接農地

と一体で権利者により耕作されています。 

 以上の内容から、権利者及び世帯員等が権利取得後において耕作に必要な農作業に常時従事

し、申請地を含めた全ての農地について効率的に利用すると認められ、農地法第３条２項各号
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の不許可基準には該当しないことから、本案件は何ら問題ないと思われます。 

 以上で調査報告を終わります。 

○三須会長 

 次に、１１番について、金子委員、お願いいたします。 

○金子委員 

 議案第１号、１１番、農地法第３条申請に係る調査結果について報告します。 

 申請地については市役所より南へ約７キロメートルに位置し、八街市道に面しており、進入

路は確保されております。 

 次に、農地法第３条第２項の不許可基準に該当するか否かについて報告します。 

 権利者の所有している主な農機具はトラクター１台、耕運機１台、軽トラック１台です。労

働力は、権利者とその家族の３名です。臨時雇用者は、年間約４８０日です。年間農作業従事

日数は、権利者が２００日、家族が平均１６０日です。また、技術力はあり、面積要件につい

ては、下限面積の５０アールを満たしております。現在所有する農地には全て効率的に耕作し

ており、過去３年間において農業経営規模を縮小させる行為を行った事実はありません。また、

周辺地域における農地等の農業上の効率的かつ総合的な利用の確保についても支障はありませ

ん。その他参考となる事項として、営農計画は落花生を作付する計画で、兼業で落花生の販売

業を営んでおります。通作距離は、自宅から約１００メートルで、問題はありません。また、

以前から賃貸借の許可を受けており、所有している隣接農地として一体で権利者による耕作さ

れています。 

 以上の内容から、権利者及び世帯員等の権利取得後において耕作に必要な農作業に常時従事

し、申請地を含めた全ての農地について効率的に利用することも認められ、農地法第３条２項

の不許可基準に該当しないことから、本案件は何ら問題はないと思われます。 

 以上で調査報告を終わります。 

○三須会長 

 次に、１２番について、池田委員、お願いいたします。 

○池田委員 

 議案第１号、１２番、農地法第３条申請に係る調査結果について報告します。 

 権利者は兼業で落花生の加工販売業を営んでおり、今までほかの農地を口頭での約束で農地

を借りて落花生を作っておりましたが、今回はその農地を引き渡し、当該申請地を正式な許可

を受けて農業を継続したいということで申請されております。 

 まず、立地基準ですが、申請地は八街市スポーツプラザから東へ約２００メートルと、同じ

く約５００メートルに位置し、市道に接しております。境界はコンクリート杭で、現況は畑で、

進入路は確保されております。 

 次に、農地法第３条第２項の不許可基準に該当するか否かについて報告します。 

 権利者の所有している主な農機具はトラクター１台、耕運機１台、軽トラック１台、２トン

トラック１台です。労働力は、権利者とその家族３名です。常時雇用者はなしです。年間農作
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業従事日数は、権利者が１５０日、家族が平均３０日です。また、技術力はあり、面積要件に

ついては、申請地は下限面積の５０アールを満たしております。また、周辺地域における農地

等の農業上の効率的かつ総合的な利用の確保についても支障ありません。その他参考となる事

項として、営農計画は落花生を作付し、経営する店で販売する計画になっております。通作距

離は、自宅から車で約５キロメートル、約１０分です。また、かんがい設備が整っております。 

 以上の内容から、権利者及び世帯員等が権利取得後において耕作に必要な農作業に常時従事

し、申請地を含めた全ての農地について効率的に利用すると認められ、農地法第３条２項各号

の不許可基準には該当しないことから、本案件は何ら問題はないと思われます。 

 以上で調査報告を終わります。 

○三須会長 

 担当委員の調査報告が終わりましたので、一般質疑をお願いいたします。 

（「質疑なし」の声あり） 

○三須会長 

 質疑なしということですので、質疑を打ち切り、お諮りいたします。 

 議案第１号、１０番について、原案のとおり決定することに賛成の委員の挙手をお願いいた

します。 

（挙手全員） 

○三須会長 

 挙手全員でありますので、１０番については許可相当で決定いたします。 

 次に、１１番について、原案のとおり決定することに賛成の委員の挙手をお願いいたします。 

（挙手全員） 

○三須会長 

 挙手全員でありますので、１１番については許可相当で決定いたします。 

 次に、１２番について、原案のとおり決定することに賛成の委員の挙手をお願いいたします。 

（挙手全員） 

○三須会長 

 挙手全員でありますので、１２番については許可相当で決定いたします。 

 次に、議案第２号、農地法第４条の規定による許可申請についてを議題といたします。 

 事務局、説明願います。 

○宮内主査補 

 それでは、議案第２号、農地法第４条の規定による許可申請についてご説明いたします。 

 番号１、所在、山田台字山田台地先。地目、畑。面積１，５９０平方メートルのうち７３５．

９６平方メートルほか３筆、計４筆の合計面積１，９８１平方メートルのうち１，１２６．９

６平方メートルです。転用目的は、太陽光発電施設用地です。転用事由は、当該申請地に太陽

光発電施設を設置し、安全な自然エネルギーを利用した太陽光発電事業により、安定した収入

を得るというものです。農地の区分は、農業公共投資の対象となっていない小集団の生産性の
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低い農地等の理由から第２種農地と判断されます。 

 以上です。 

○三須会長 

 議案の説明が終わりましたので、担当委員の調査報告をお願いいたします。 

 １番について、森副部長、お願いいたします。 

○森副部長 

 議案第２号、１番、農地法第４条の規定による許可申請について調査報告いたします。 

 当該申請地は市役所より南に約１２キロメートル、国道１２６号沖入り口より左折した地点

です。市道に面しております。進入路は確保されております。農地区分ですが、農業公共投資

の対象となっていない小集団の生産性の低い農地であり、事務指針２９ページ、⑤の（ｂ）に

該当するため、第２種農地と判断いたしました。 

 一般基準ですが、申請地は太陽光発電装置ということで、面積１，１２６．９６平方メート

ルで、適当と思われます。資金については、自己資金で行うという計画だそうです。申請地は

小作人の権利移転は、対する支障はありません。 

 次に、隣接地に対する被害防除対策ですが、土砂の流出はなく、雨水は自然浸透をさせる。

境界については、コンクリート杭で確保されています。日照、通風についても問題はないと思

われます。また、土地改良受益地ではありません。 

 以上のことから、立地基準、一般基準に何ら問題はないと思われます。 

 以上で報告を終わります。 

○三須会長 

 担当委員の調査報告が終わりましたので、一般質疑をお願いいたします。ございませんか。 

（「質疑なし」の声あり） 

○三須会長 

 質疑なしということですので、質疑を打ち切り、お諮りいたします。 

 議案第２号、１番について、原案のとおり決定することに賛成の委員の挙手をお願いいたし

ます。 

（挙手全員） 

○三須会長 

 挙手全員でありますので、１番については許可相当で決定いたします。 

 次に、議案第３号、農地法第５条の規定による許可後の計画変更承認申請についてを議題と

いたします。 

 事務局、説明願います。 

○宮内主査補 

 それでは、議案第３号、農地法第５条の規定による許可後の計画変更承認申請についてご説

明いたします。 

 番号１、所在、大木字吉山地先。地目、畑。面積３７０平方メートルです。当初計画の目的、
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専用住宅用地。継承者の目的、専用住宅用地及び車庫用地です。計画変更の事由は、当初計画

者が自身が専用住宅を建築するというものから、自分の子の夫が専用住宅を建築することによ

り、変更するものです。農地の区分は、第２種中高層住居専用地域にある農地であり、第３種

農地と判断されます。なお、本案件は、議案第４号、１２番に関連しております。 

 番号１２、所在、八街字多賀見野地先。地目、畑。面積４９６平方メートルです。当初計画

の目的は、専用住宅及び自動車修理工場用地です。継承者の目的、資材置場及び駐車場用地で

す。計画変更の事由は、当初計画者が移り住み、事業を行う予定でしたが、後継者がいないた

め取りやめ、近隣の継承者が事業用地とするものです。農地の区分は、農業公共投資の対象と

なっていない小集団の生産性の低い農地等の理由から第２種農地と判断されます。なお、本案

件は、議案第４号、１３番に関連しております。 

 以上です。 

○三須会長 

 議案の説明が終わりましたので、担当委員の調査報告をお願いいたします。 

 １番について、石井委員、お願いいたします。 

○石井委員 

 それでは、議案第３号、１番、農地法５条の規定による許可後の計画変更承認申請について

と、議案第４号、１２番について、農地法５条の規定による許可申請についてですが、関連案

件でありますので、一括して調査報告を申し上げます。 

 まず、計画変更でありますが、当初、平成２５年９月に４条の規定による許可申請があり、

調査報告をした案件の土地であります。当初の計画では、自己所有地に自宅を建設する予定で

したが、娘さんが出産したこともあり、建設を断念したとのことで、娘婿さんに所有の土地を

使用貸借し、専用住宅を建設するものです。造成については、整地されておりました。 

 それでは、まず、立地基準ですが、申請地はＪＲ八街駅より南東方向へ約９００メートル、

国道４０９号線日向入り口交差点より東方へ約３００メートルの地点に位置し、県道成東酒々

井線に面しており、進入路は確保されております。農地性ですが、用途地域内にある農地です

ので、事務指針２８ページ、④の○b （ウ）に該当するため、第３種農地と判断いたしました。 

 次に、一般基準ですが、本申請地は、専用住宅地、車庫用地ということですので、申請面積

３７０平方メートルでありますので、面積妥当だと思われます。資金につきましては、自己資

金及び借入金で賄う計画とのことです。土地選定理由としては、現在借家住まいをしているの

で、子どもが生まれ手狭になったので、妻の両親が隣接している土地のお母さんの所有する土

地に住宅の建築を計画したとのことです。申請地に係る農地と一体として利用する農地以外の

土地の権利取得の見込みはないものとのことです。あと、用水は、敷地東側の道路より水道を

引きます。雨水は、雨水浸透桝を設置し、宅内処理。汚水、雑排水は、汚水桝を経て、下水へ

放流するとのことです。防災計画としては、施工中は防災ネット等を用い、近隣住民への被害

がないようにするということです。周辺農地の営農条件への被害防除対策は、周辺には農業を

している土地はありません。排水施設等もなく、支障はないものと思われます。申請地は、土
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地改良受益地ではありません。 

 これらのことから、立地基準、一般基準ともに本案件は問題のないものと思われます。 

 以上で調査報告を終わります。 

○三須会長 

 次に、２番について、内藤副部長、お願いいたします。 

○内藤副部長 

 それでは、議案第３号、２番と議案第４号、１３番は関連しておりますので、あわせて報告

いたします。 

 初めに、議案第３号、２番ですが、当初計画者は、自宅及び自動車修理工場を売却し、後継

者とともに申請地に移り住み、事業を行う計画でしたが、後を継ぐ者がいなくなり、計画を実

行することができなくなりました。それで、次の事業者が資材置場及び駐車場として利用する

ものです。 

 続いて、議案第４号、１３番、まず、立地基準ですが、申請地はＪＲ榎戸駅より南方向へ約

１．５キロメートルに位置し、公衆用道路に面していることにより、進入路は確保されていま

す。農地性としては、事務指針２９ページ、⑤の（ｂ）に該当するため、第２種農地として判

断しました。 

 次に、一般基準ですが、本申請は、資材置場及び駐車場ということで、申請面積は４９６平

方メートルであり、面積妥当と思われます。資金につきましては、自己資金で賄う計画となっ

ています。事業計画は、土砂の搬出入はなく、用水はなし、雨水は自然浸透、汚水、雑排水は

なしです。周辺に対しては、日照、通風の影響はなく、現地盤で利用するため、土砂の流出は

ありません。現在権利者は、資材置場及び駐車場を借りていますが、契約更新ができず、事務

所から近距離にある申請地を利用したいとのことで、必要性についても認められます。 

 これらのことから、本案件は何ら問題ないものと思われます。 

 以上で終わります。 

○三須会長 

 担当委員の調査報告が終わりましたので、一般質疑をお願いいたします。何かございません

か。 

（「質疑なし」の声あり） 

○三須会長 

 質疑がないようですので、質疑を打ち切り、お諮りいたします。 

 議案第３号、１番について、原案のとおり決定することに賛成の委員の挙手をお願いいたし

ます。 

（挙手全員） 

○三須会長 

 挙手全員でありますので、１番については許可相当で決定いたします。 

 次に、２番について、原案のとおり決定することに賛成の委員の挙手をお願いいたします。 
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（挙手全員） 

○三須会長 

 挙手全員でありますので、２番については許可相当で決定いたします。 

 議案第４号、農地法第５条の規定による許可申請について、１番から１８番までを議題とい

たします。 

 事務局、説明願います。 

○宮内主査補 

 それでは、議案第４号、農地法第５条の規定による許可申請についてご説明いたします。 

 番号１、所在、八街字藤株地先。地目、畑。面積２８０平方メートルです。区分は売買です。

転用目的は、専用住宅用地です。転用事由は、妻の実家に居住している権利者が独立するため、

当該申請地に専用住宅を建築するものです。農地の区分は、農業公共投資の対象となっていな

い小集団の生産性の低い農地等の理由から、第２種農地と判断されます。 

 続いて、番号２から番号１０は同一状況によりまして、一括してご説明いたします。 

 番号２、番号３、番号４、番号５、番号６、番号７、番号８、番号９、番号１０、いずれも

所在は八街字榎台。地目、畑。面積は８，３８３平方メートルのうち０．３３平方メートルで

す。区分は一時転用、使用貸借です。転用目的は、営農型太陽光発電施設用地です。転用事由

は、農地の借受者が耕作を継続しながら、上部に地上権を設定して営農型太陽光発電事業を行

い、安定した収入を得るものです。農地の区分は、農業振興地域整備計画において定められた

農用地区内にある農地に該当いたします。なお、本件は、議案第１号、１番、２番、３番、４

番、５番、６番、７番、８番、９番にそれぞれ関連しております。 

 続いて、番号１１、所在、八街字追分台。地目、畑。面積２９５平方メートルほか４筆、計

５筆の合計面積８９７．９８平方メートルです。区分は売買です。転用目的は、建売住宅及び

道路用地です。転用事由は、建て売り分譲住宅２棟の建築及び道路の整備と販売です。農地の

区分は、第１種住居地域にある農地であり、第３種農地と判断されます。 

 番号１２、大木字吉山地先。地目、畑。面積３７０平方メートル。区分は使用貸借です。転

用目的は、専用住宅及び車庫用地です。転用事由は、現在貸家住まいの権利者が子どもが生ま

れたことを機に、妻の親の土地に専用住宅及び車庫を建築し、移り住むものです。農地の区分

は、第２種中高層住居専用地域にある農地であり、第３種農地と判断されます。なお、本案件

は、議案第３号、１番に関連しております。 

 番号１３、八街字多賀見野地先。地目、畑。面積４９６平方メートルです。区分は売買です。

転用目的は、資材置場及び駐車場用地です。転用事由は、左官業を営む権利者が現在借地して

いる資材置場と駐車場用地を返却することになったため、当該申請地を新たに資材置場及び駐

車場として利用するものです。農地の区分は、農業公共投資の対象となっていない小集団の生

産性の低い農地等の理由から、第２種農地と判断されます。なお、本案件は、議案第３号、２

番に関連しております。 

 番号１４、所在、八街字松ヶ丘地先。地目、畑。面積３５３平方メートルです。区分は売買
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です。転用目的は、駐車場用地です。転用事由は、電気設備業を営む会社が申請地の隣接地に

事務所兼宿舎を建築したが、作業車や従業員の駐車スペースが足りないため、駐車場として利

用するものです。農地の区分は、農用地域内にある広がりのある農地であることから、第１種

農地と判断されます。 

 番号１５、所在、八街字笹引地先。地目、畑。面積３３０平方メートルです。区分は売買で

す。転用目的は、資材置場、作業場及び駐車場用地です。転用事由は、建築業を営む権利者に

とって、現在借りている資材置場は遠く、不便で管理もしにくいため、自宅前に移転し、業務

の効率化を図るというものです。農地の区分は、農業公共投資の対象となっていない小集団の

生産性の低い農地等の理由から、第２種農地と判断されます。 

 番号１６、小谷流字上人塚地先。地目、畑。面積２，９７５平方メートルほか２筆、計３筆

の合計面積４，３１６平方メートルです。区分は売買です。転用目的は、自動車修理所用地で

す。転用事由は、自動車の修理及び販売業を営む会社が、業務量の増加により、既存の敷地で

は手狭なため、拡張をするものです。農地の区分は、農用地域内にある広がりのある農地であ

ることから、第１種農地と判断されます。 

 番号１７、所在、沖西沖。地目、畑。面積１３０平方メートルのうち０．０７平方メートル

ほか３筆、計４筆の合計面積５１９平方メートルのうち０．３３平方メートルです。区分は一

時転用、使用貸借です。転用目的は、営農型太陽光発電施設用地です。転用事由は、農地の借

受者が耕作を継続しながら、上部に地上権を設定して、営農型太陽光発電事業を行い、安定し

た収入を得るものです。農地の区分は、農業振興地域整備計画において定められた農用地区内

にある農地に該当します。なお、本件は、議案第１号、１３番に関連しております。 

 番号１８、所在、沖字西沖。地目、畑。面積３９４平方メートルのうち０．１１平方メート

ルほか２筆、計３筆の合計面積１，０１８平方メートルのうち０．３４平方メートルです。区

分は一時転用、使用貸借です。転用目的は、営農型太陽光発電施設用地です。転用事由は、農

地の借受者が耕作を継続しながら、上部に地上権を設定して営農型太陽光発電事業を行い、安

定した収入を得るものです。農地の区分は、農業振興地域整備計画において定められた農用地

区内にある農地に該当します。なお、本件は、議案第１号、１３番に関連しております。 

 以上です。 

○三須会長 

 議案の説明が終わりましたので、担当委員の調査報告をお願いいたします。 

 １番について、鈴木部長、お願いします。 

○鈴木部長 

 議案第４号の１番、農地法第５条の規定による許可申請について調査報告いたします。 

 １番の案件ですけれども、立地基準ですけれども、市役所から北、約５キロメートルいった

ところで、朝陽小学校がありますが、そこから左へ約１キロメートル入ったところの結構大き

い団地の中にある、団地内にある一角です。その中で、専用住宅を建てるということですので、

周り中はもう全部団地で、ほとんどもう畑のないようなところですので、何ら問題ないと思い
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ます。 

 以上です。 

○三須会長 

 続きまして、次に、２番から１０番まで関連していますので、一括して、お願いいたします。 

○鈴木部長 

 一括して、２番から１０番まで、場所は、市役所から北へ約４キロメートル、朝陽小学校か

ら左へ約５００メートル入ったところですか。場所が一括して１カ所のところで、これだけの

案件が、まだこれで大体、今まで借り受けている３分の１ぐらいですか、全体の。ようやく始

まったなという感じで、借受人は、農業をする人は、ダイカンドラ、太陽光の下へ植えるダイ

カンドラというグラウンドカバーです。作業しているの見たら、そのまま芝切りみたいに切っ

て、それを運んで、販売先へ植えているらしいですよね。初めて見ましたよ。そういう事業を

やりながら、地上権を設定して、太陽光は別の人がやるというようなあんばいで、一時転用で

すので、農業が続けていなければ太陽光もできなくなるし、そういう点では地上権設定してあ

りますけれども、農業やる方が完全にやってくれれば何ら問題ないんですけれども、そういう

関係で、今のところを見ると、今まで一番先ですよね、ダイカンドラをやったのが。かなり運

んでいます。あと１反歩ぐらい残っているかな。でも、大分、今もう芽が出始まって、だから、

そういう点ではかなり簡単にできて、持ち運びも簡単でよさそうに見えました。そういう関係

で、太陽光発電に関しては何ら問題ないと思います。 

 それと、地上権ですか、地上権はやっぱり１番から９番、農地法第３条の地上権の権利設定

の許可申請についてですが、周辺の農地に係る営農条件に支障はなく、当該農地の賃借人の同

意を得ているため、許可相当と判断いたします。ただし、当該申請は、５条、一時転用に関連

していることから、５条、一時転用の知事の処分を待ち、知事の処分と同様の処分にあわせる

ことが望ましいと思いますので、最終決定については、会長専決で処理してはどうかと思いま

す。 

 以上で調査報告を終わります。 

○三須会長 

 次に、１１番について、長野委員、お願いいたします。 

○長野委員 

 では、議案第４号、１１番、農地法第５条の規定による許可申請についてご報告させていた

だきます。 

 まず、立地基準ですが、申請地はＪＲ八街駅から東へ約１．４キロメートルに位置しており

ます。市道から奥まっておりますけれども、今回進入路を新設するということになっておりま

す。農地性につきましては、事務指針の２８ページ、④の○b のウに該当するため、第３種農地

として判断いたしました。 

 一般基準ですが、本申請は、建売住宅用地と道路用地ということですが、面積８９７．９８

平方メートルであり、建売住宅２棟と建築面積との関係においても面積は妥当と思われます。
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資金については、自己資金にて賄う計画となっております。申請地には、小作人等、権利移転

に対しての支障となるものはございません。事業計画につきましては、用水は公営水道、汚水、

雑排水は本下水、雨水は宅内処理という計画でございます。周囲にはブロック等で隣接農地へ

の雨水等の流出を防止するということです。 

 これらのことから、立地基準、一般基準とも本案件は問題ないものと思われます。 

 以上で調査報告を終わります。 

○三須会長 

 次に、１２番については、関連案件である議案第３号、１番で説明済みであります。 

 次に、１３番については、関連案件である議案第３号、２番で説明済みです。 

 次に、１４番について、池田委員、お願いいたします。 

○池田委員 

 議案第４号、１４番、調査報告を申し上げます。 

 まず、立地基準ですが、申請地は八街市スポーツプラザから東へ約４００メートルに位置し、

市道に接しております。農地性ですが、農地の広がりが１０ヘクタール以上の農地に存在する

第１種農地に該当すると思われます。しかし、権利者は、申請地の立地において事業をしてお

り、集落にも接続していることから、事務指針の３２ページの②の○c の（エ）に該当するため、

許可することが可能であると判断いたしました。 

 次に、一般基準ですが、本申請は、トラック４台分と従業員の自家用車駐車場の用地という

ことで、申請面積は妥当と思われます。資金につきましては、自己資金に賄う計画となってお

ります。申請地には、小作人等、権利移転に対して支障となるものはありません。隣接する農

地に対する被害防除対策ですが、申請地南側が農地と接しており、境界にブロックを積むこと

で雨水の流出等を防ぐ計画となっております。事業計画ですが、敷地内は砂利敷の整地のみで、

用水、排水はなく、雨水は自然浸透の計画です。権利者の業種は電気工事業で、工事車両と申

請地に隣接する事務所兼社員寮の入居者の駐車場として必要性についても認められます。 

 これらのことから、立地基準、一般基準ともに本案件は何ら問題ないものと思われます。 

 以上で調査報告を終わります。 

○三須会長 

 次に、１５番について、岩品副部長、お願いいたします。 

○岩品副部長 

 それでは、議案第４号、１５番についてご報告いたします。 

 この案件は、先月、３月の総会のときに皆さんに許可相当という判断をいただいた案件でご

ざいますが、登記の段階で権利者の住所が違っていたため、登記ができずに、改めて今回の総

会の申請になったということです。調査報告につきましては、前回ご報告して皆さんに許可相

当の判断をいただいていますが、立地基準、一般基準ともに問題ないものと思われます。よろ

しくお願いします。 

○三須会長 
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 次に、１６番について、日暮委員、お願いいたします。 

○日暮委員 

 議案第４号、１６番の調査報告を申し上げます。 

 立地基準ですが、申請地はＪＲ八街駅から西へ約６キロメートルに位置し、平成２６年に土

地を取得した事業地の隣接地で、事業地は県道に接しており、進入路については問題ありませ

ん。農地区分ですが、事務指針２６ページ、②の○a に該当するため、第１種農地と判断いたし

ました。取り扱う車両が１６メートルを超える特殊な車両を多く扱い、業務の増加により、敷

地が足りないということで、事務指針３２ページ、②の○e の（オ）による例外に該当するため、

許可することが可能であると判断いたしました。 

 次に、一般基準ですが、特殊大型車両を多く扱うということで、申請面積は妥当と思われま

す。資金については、自己資金で賄う計画となっております。申請地には、小作人など、権利

移転に対して支障となるものはありません。また、土地改良受益地ではありません。隣接する

農地に対する被害防除対策ですが、コンクリート土留め板などで囲み、雨水、土砂などを防ぐ

計画となっています。隣接所有者に確認したところ、説明を受けているということでした。事

業計画ですが、敷地内は砕石を敷き、整地のみで、用水、排水はなく、雨水は自然浸透の計画

です。権利者の業務の修理業ですが、業務量の増加から必要性についても認められます。 

 これらのことから、立地基準ともに本案件は何ら問題はないと思われます。 

 以上で調査報告を終わります。 

○三須会長 

 次に、１７番と１８番について、林部長、お願いいたします。 

○林部長 

 それでは、議案第４号、１７番、１８番も関連しておりますので、あわせて調査報告を申し

上げます。また、この案件は、先月及び先々月に許可相当になっております案件の継続でござ

います。 

 申請地は市役所より南へ約９キロメートル地点に位置しており、進入路は県道岩富山田台線

に面し、確保されております。事務指針３０ページ、①の（ア）による例外に該当いたします。

計画面積の妥当性でありますが、太陽光発電施設として適当であると思われます。資金面につ

きましては、自己資金にて賄う計画となっており、許可後は速やかに目的につくものと思われ

ます。申請に関わる農地以外の土地を利用できる見込みはございません。また、小作人等もご

ざいません。周辺農地の営農状況の支障でございますが、先月と先々月と同じ場所ですので、

ないものと思われます。また、隣接農地所有者の意見が確認されておりますので、問題ないも

のと思われます。 

 以上で調査報告を終わります。 

○三須会長 

 それでは、ここで１０分ほど休憩いたします。 

休憩 午後３時２５分 
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再開 午後３時４１分 

○三須会長 

 休憩前に戻り会議を始めます。 

 先ほど担当委員の調査報告が終わりましたので、一般質疑をお願いいたします。何かござい

ませんか。 

（「質疑なし」の声あり） 

○三須会長 

 質疑なしということですので、質疑を打ち切り、お諮りいたします。 

 議案第４号、１番について、原案のとおり決定することに賛成の委員の挙手をお願いいたし

ます。 

（挙手全員） 

○三須会長 

 挙手全員でありますので、１番については許可相当で決定いたします。 

 次に、２番について、原案のとおり決定することに賛成の委員の挙手をお願いいたします。 

（挙手全員） 

○三須会長 

 挙手全員でありますので、２番については許可相当で決定いたします。 

 次に、３番について、原案のとおり決定することに賛成の委員の挙手をお願いいたします。 

（挙手全員） 

○三須会長 

 挙手全員でありますので、３番については許可相当で決定いたします。 

 次に、４番について、原案のとおり決定することに賛成の委員の挙手をお願いいたします。 

（挙手全員） 

○三須会長 

 挙手全員でありますので、４番については許可相当で決定いたします。 

 次に、５番について、原案のとおり決定することに賛成の委員の挙手をお願いいたします。 

（挙手全員） 

○三須会長 

 挙手全員でありますので、５番については許可相当で決定いたします。 

 次に、６番について、原案のとおり決定することに賛成の委員の挙手をお願いいたします。 

（挙手全員） 

○三須会長 

 挙手全員でありますので、６番については許可相当で決定いたします。 

 次に、７番について、原案のとおり決定することに賛成の委員の挙手をお願いいたします。 

（挙手全員） 

○三須会長 
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 挙手全員でありますので、７番については許可相当で決定いたします。 

 次に、８番について、原案のとおり決定することに賛成の委員の挙手をお願いいたします。 

（挙手全員） 

○三須会長 

 挙手全員でありますので、８番については許可相当で決定いたします。 

 次に、９番について、原案のとおり決定することに賛成の委員の挙手をお願いいたします。 

（挙手全員） 

○三須会長 

 挙手全員でありますので、９番については許可相当で決定いたします。 

 次に、１０番について、原案のとおり決定することに賛成の委員の挙手をお願いいたします。 

（挙手全員） 

○三須会長 

 挙手全員でありますので、９番については許可相当で決定いたします。 

 次に、１０番について、原案のとおり決定することに賛成の委員の挙手をお願いいたします。 

（挙手全員） 

○三須会長 

 挙手全員でありますので、１０番については許可相当で決定いたします。 

 次に、１１番について、原案のとおり決定することに賛成の委員の挙手をお願いいたします。 

（挙手全員） 

○三須会長 

 挙手全員でありますので、１１番については許可相当で決定いたします。 

 次に、１２番について、原案のとおり決定することに賛成の委員の挙手をお願いいたします。 

（挙手全員） 

○三須会長 

 挙手全員でありますので、１２番については許可相当で決定いたします。 

 次に、１３番について、原案のとおり決定することに賛成の委員の挙手をお願いいたします。 

（挙手全員） 

○三須会長 

 挙手全員でありますので、１３番については許可相当で決定いたします。 

 次に、１４番について、原案のとおり決定することに賛成の委員の挙手をお願いいたします。 

（挙手全員） 

○三須会長 

 挙手全員でありますので、１４番については許可相当で決定いたします。 

 次に、１５番について、原案のとおり決定することに賛成の委員の挙手をお願いいたします。 

（挙手全員） 

○三須会長 
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 挙手全員でありますので、１５番については許可相当で決定いたします。 

 次に、１６番について、原案のとおり決定することに賛成の委員の挙手をお願いいたします。 

（挙手全員） 

○三須会長 

 挙手全員でありますので、１６番については許可相当で決定いたします。 

 次に、１７番について、原案のとおり決定することに賛成の委員の挙手をお願いいたします。 

（挙手全員） 

○三須会長 

 挙手全員でありますので、１７番については許可相当で決定いたします。 

 次に、１８番について、原案のとおり決定することに賛成の委員の挙手をお願いいたします。 

（挙手全員） 

○三須会長 

 挙手全員でありますので、１８番については許可相当で決定いたします。 

 次に、１９番についてを議題といたします。 

 この案件は、部会案件ですので、農地部会１班に担当していただきました。 

 班長の武藤副部長から報告をお願いいたします。 

○武藤副部長 

 議案第４号、農地法第５条の規定による許可申請について、１９番、区分、賃貸借。所在、

大関字花見台。地目、畑。面積２，４１９平方メートルのうち１，４３５．３２平方メートル。

転用目的及び転用理由、資材置場用地。現在個人で古物商の業務を営んでいるが、借用してい

る既存の資材置場を事情により返却することになったため、当該申請地を新たな資材置場とし

て利用したい。 

 議案第４号、１９番について、部会案件でしたので、調査いたしました。 

 ４月１５日午後１時半より、三須会長、鈴木部長、貫井地元担当委員、農地部会第１班、事

務局で現地調査を行いました。大きな植木が数十本植えられていました。４月１７日午後１時

半より、第１会議室にて、権利者１名の参加でしたが、面接調査を行いました。 

 申請地はＪＲ八街駅より北西へ約３．５キロメートルに位置し、主要道路成東酒々井線より

東へ約２００メートル入った場所であります。この２００メートルの道路は、私道であり、通

行許可承諾書も添付されておりました。業務内容は、主に自動車関係であり、平成１０年より

古物商の業務をしており、年商２，５００万円から４，０００万円、必要に応じてアルバイト

を入れているそうです。保有車両は普通車２台、大型ダンプ１台、作業車１台、軽１台、計５

台です。知人の紹介でこの地を知りました。目的は資材置場であり、大型コンテナ１５に自動

車部品等を確保しておきます。この申請地には、先ほど言いましたように、植木が植えられて

おり、造園業者が撤去することになっておりましたが、本日、午前中に義務者と造園業者との

誓約書を提出するはずになっており、本日、午前中に提出があり、５月１０日までに撤去する

とのことです。近隣の境よりセットバックし、日照、通風は問題はありません。造成もなく、
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整地のみですので、土砂の流出はありません。近隣の畑の方々には義務者より説明しており、

同意をいただいております。水は使用しません。雨水は自然浸透となります。期間は１０年間

で、自己資金で賄うつもりです。 

 以上のことから、何ら問題ないと見て、農地部会第１班は許可相当と判断いたしました。 

 以上です。 

○三須会長 

 班長報告が終わりましたので、一般質疑をお願いいたします。いかがでしょうか。 

（「質疑なし」の声あり） 

○三須会長 

 質疑なしということですので、質疑を打ち切り、お諮りいたします。 

 １９番について、班長報告は許可相当です。これに賛成の委員の挙手をお願いいたします。 

（挙手全員） 

○三須会長 

 挙手全員でありますので、１９番については許可相当で決定いたします。 

 続きまして、議案第４号、２番の関連案件である議案第１号、１番について、担当委員の報

告は許可相当です。また、議案第１号、１番の最終決定については、５条、一時転用に関連し

ていることから、知事の処分にあわせ、会長専決としてよろしいでしょうか、お諮りいたしま

す。 

（「異議なし」の声あり） 

○三須会長 

 異議なしということでございますので、今後の事務処理につきましては、会長専決といたし

ます。 

 続いて、議案第４号、３番の関連案件である議案第１号、２番について、担当委員の報告は

許可相当です。また、議案第１号、２番の最終決定について、５条、一時転用に関連している

ことから、知事の処分にあわせて、会長専決としてよろしいでしょうか、お諮りいたします。 

（「異議なし」の声あり） 

○三須会長 

 異議なしということですので、今後の事務処理につきましては、会長専決といたします。 

 続いて、議案第４号、４番の関連案件である議案第１号、３番についての担当委員の報告は

許可相当です。また、議案第１号、３番の最終決定については、５条、一時転用に関連してい

ることから、知事の処分にあわせ、会長専決としてよろしいでしょうか、お諮りいたします。 

（「異議なし」の声あり） 

○三須会長 

 異議なしということで、今後の事務処理につきましては、会長専決といたします。 

 続いて、議案第４号、５番の関連案件である議案第１号、４番についての担当委員の報告は

許可相当です。また、議案第１号、４番の最終決定については、５条、一時転用に関連してい
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ることから、知事の処分にあわせて、会長専決でよろしいか、お諮りいたします。 

（「異議なし」の声あり） 

○三須会長 

 異議なしということでございますので、今後の事務処理につきましては、会長専決といたし

ます。 

 続いて、議案第４号、６番の関連案件である議案第１号、５番についての担当委員の報告は

許可相当です。また、議案第１号、５番の最終決定については、５条、一時転用に関連してい

ることから、知事の処分にあわせて、会長専決としてよろしいでしょうか、お諮りいたします。 

（「異議なし」の声あり） 

○三須会長 

 異議なしということでございますので、今後の事務処理につきましては、会長専決といたし

ます。 

 続いて、議案第４号、７番の関連案件である議案第１号、６番についての担当委員の報告は

許可相当です。また、議案第１号、６番の最終決定については、５条、一時転用に関連してい

ることから、知事の処分にあわせ、会長専決としてよろしいか、お諮りいたします。 

（「異議なし」の声あり） 

○三須会長 

 異議なしということですので、今後の事務処理につきましては、会長専決といたします。 

 続いて、議案第４号、８番の関連案件である議案第１号、７番について、担当委員の報告は

許可相当です。また、議案第１号、７番の最終決定については、５条、一時転用に関連してい

ることから、知事の処分にあわせて、会長専決としてよろしいでしょうか、お諮りいたします。 

（「異議なし」の声あり） 

○三須会長 

 異議なしということですので、今後の事務処理につきましては、会長専決といたします。 

 続いて、議案第４号、９番の関連案件である議案第１号、８番についての担当委員の報告は

許可相当です。また、議案第１号、８番の最終決定については、５条、一時転用に関連してい

ることから、知事の処分にあわせて、会長専決としてよろしいでしょうか、お諮りいたします。 

（「異議なし」の声あり） 

○三須会長 

 異議なしということでございますので、今後の事務処理につきましては、会長専決といたし

ます。 

 続いて、議案第４号、１０番の関連案件である議案第１号、９番についての担当委員の報告

は許可相当です。また、議案第１号、９番の最終決定については、５条、一時転用に関連して

いることから、知事の処分にあわせて、会長専決にしてよろしいか、お諮りいたします。 

（「異議なし」の声あり） 

○三須会長 
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 異議なしということですので、今後の事務処理につきましては、会長専決といたします。 

 続いて、議案第４号、１７番の関連案件である議案第１号、１３番についての担当委員の報

告は許可相当です。また、議案第１号、１３番の最終決定については、５条、一時転用に関連

していることから、知事の処分にあわせて、会長専決としてよろしいでしょうか、お諮りいた

します。 

（「異議なし」の声あり） 

○三須会長 

 異議なしということですので、今後の事務処理につきましては、会長専決といたします。 

 続いて、議案第４号、１８番の関連案件である議案第１号、１４番についての担当委員の報

告は許可相当です。また、議案第１号、１４番の最終決定については、５条、一時転用に関連

していることから、知事の処分にあわせて、会長専決としてよろしいか、お諮りいたします。 

（「異議なし」の声あり） 

○三須会長 

 異議なしということでございますので、今後の事務処理につきましては、会長専決といたし

ます。 

 次に、議案第５号、農地利用集積の承認についてを議題といたします。 

 事務局、説明願います。 

○菅沼副主幹 

 それでは、議案第５号、農用地利用集積計画の承認についてご説明いたします。 

 なお、本件につきましては、平成２７年４月１３日付で八街市長から、農業経営基盤強化促

進法第１８条第１項の規定により、農用地利用集積計画の承認を求められております。 

 先ほども開会前にご説明しましたが、１２番が追加されておりますので、そちらもごらんい

ただきたいと思います。 

 番号１、所在、沖字西沖。地目、畑。面積９９１平方メートルほか２筆、計３筆の合計面積

４，９５７平方メートル。利用権の種類は賃貸借。期間は１０年、新規です。 

 番号２、所在、沖字西沖。地目、畑。面積１，９８３平方メートルほか３筆、計４筆の合計

面積７，９３２平方メートル。利用権の種類は賃貸借。期間は１０年、新規です。 

 番号３、所在、山田台字山田台。地目、畑。面積１，９８３平方メートルほか９筆、計１０

筆の合計面積１万６，８４７平方メートル。利用権の種類は賃貸借。期間は３年、再設定です。 

 番号４、所在、山田台字宮ノ原。地目、畑。面積１，６８２平方メートルほか１筆、計２筆

の合計面積３，２８８平方メートル。利用権の種類は賃貸借。期間は３年、新規です。 

 番号５、所在、八街字西光明坊。地目、畑。面積６，６４４平方メートルのうち４，７３４

平方メートルほか１筆、計２筆の合計面積７，０６７平方メートルのうち５，１５７平方メー

トル。利用権の種類は賃貸借。期間は１０年、新規です。 

 番号６、所在、榎戸字上。地目、畑。面積１，９７４平方メートル。利用権の種類は賃貸借。

期間は５年、再設定です。 
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 番号７、所在、榎戸字上。地目、畑。面積１，７３８平方メートル。利用権の種類は賃貸借。

期間は３年、新規です。 

 番号８、所在、砂字勢田入。地目、畑。面積５，２０２平方メートル。利用権の種類は賃貸

借。期間は５年、新規です。 

 番号９、所在、砂字原ノ下。地目、田。面積５２１平方メートルほか１筆、計２筆の合計面

積２，９３４平方メートル。利用権の種類は賃貸借。期間は４年１１カ月、新規です。 

 番号１０、所在、沖字西沖。地目、山林現況畑。面積３３平方メートルほか１筆、計２筆の

合計面積１，３２３平方メートル。利用権の種類は使用貸借。期間は５年、再設定です。 

 番号１１、所在、八街字布田入。地目、畑。面積４，４６２平方メートル。利用権の種類は

売買です。 

 番号１２、所在、大木字柏木。地目、畑。面積４，３２７平方メートルのうち４，０２９平

方メートル。利用権の種類は賃貸借。期間は１０年、新規です。 

 なお、ただいまご説明いたしました番号１から１２番までの案件については、農業経営基盤

強化促進法第１８条第３項の各要件を満たしているものと考えます。 

 以上です。 

○三須会長 

 議案の説明が終わりましたので、一般質疑をお願いいたします。 

（「質疑なし」の声あり） 

○三須会長 

 質疑なしということでございますので、質疑を打ち切り、お諮りいたします。 

 議案第５号について、原案のとおり承認することに賛成の委員の挙手をお願いいたします。 

（挙手全員） 

○三須会長 

 挙手全員でありますので、議案第５号については承認することに決定いたします。 

 議案第６号、農地台帳点検等実施規程の承認についてを議題といたします。 

 事務局、説明願います。 

○菅沼副主幹 

 それでは、お配りしました資料を見ていただきたいと思います。 

 それでは、議案第６号、農地台帳点検等実施規程案の承認についてご説明いたします。 

 この規程は、第１条の目的にも規定しておりますとおり、農業委員会が整備する農地台帳の

適時適切な更新を図るため、農地法関連法令に定めるもののほか、その記録内容の点検、補正

及び記載内容の公表等に関する事項を定め、もって委員会の法令業務の適正かつ円滑な処理及

び本市の農業振興に資することを目的としております。 

 内容としましては、本年４月１日より、農地台帳及び農地地図の公表事務が実施されている

ことから、本規程をもとに事務を行うものであります。 

 なお、本規程は、全国農業会議所で示されたガイドラインにより作成しております。 
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 以上で説明を終わります。ご審議のほどよろしくお願いします。 

○三須会長 

 議案の説明が終わりましたので、一般質疑をお願いいたします。これについて、ご質問ござ

いませんでしょうか。議案第６号の別冊があります。内容はこれに入っておりますので。 

（「質疑なし」の声あり） 

○三須会長 

 質疑がないようですので、質疑を打ち切りまして、お諮りいたします。 

 議案第６号について、原案のとおり承認することに賛成の委員の挙手をお願いいたします。 

（挙手全員） 

○三須会長 

 挙手全員でありますので、議案第６号については、原案のとおり承認することに決定いたし

ます。 

 次に、報告第１号、農地法第１８条第６項の規定による通知について、事務局、説明願いま

す。 

○菅沼副主幹 

 それでは、報告第１号、農地法第１８条第６項の規定による通知についてご報告します。 

 番号１、所在、沖字中沖。地目、畑。面積１，０８７平方メートルほか３筆、計４筆の合計

面積６，９９６平方メートル。合意の成立日、土地引き渡し時期ともに平成２７年４月４日で

す。 

 以上です。 

○三須会長 

 次に、報告第２号、農地法施行規則第３２条第１号の規定による農地転用の届け出について、

事務局、説明願います。 

○宮内主査補 

 それでは、報告第２号、農地法施行規則第３２条第１号の規定による農地転用の届け出につ

いてご説明いたします。 

 番号１、所在、山田台字宮ノ原地先。地目、畑。面積４９３平方メートルのうち３．５２平

方メートルです。転用目的は、土留めブロックの設置です。事業内容は、隣接農地の土砂崩落

及び雨水流入を防ぐためのものです。 

 以上です。 

○三須会長 

 次に、報告第３号、農地法施行規則第５３条第５号の規定による農地転用の届け出について、

事務局、説明願います。 

○宮内主査補 

 それでは、報告第３号、農地法施行規則第５３条第５号の規定による農地転用の届け出につ

いてご説明いたします。 
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 番号１、八街字内満木山地先。地目、畑。面積１万４７８平方メートルのうち７６．６４平

方メートルほか２筆、計３筆の合計面積１万７，５６４平方メートルのうち９２．２２平方メ

ートルです。転用目的は、道路拡張用地です。事業内容は、八街市が行う道路事業において市

道を拡幅するものです。 

 以上です。 

○三須会長 

 次に、報告第４号、農地利用集積計画の中途解約に係る通知について、事務局、説明願いま

す。 

○菅沼副主幹 

 それでは、報告第４号、農用地利用集積計画の中途解約に係る通知についてご説明いたしま

す。 

 番号１、所在、八街字西光明坊。地目、畑。面積６，６４４平方メートルのうち４，７３４

平方メートルほか１筆、計２筆の合計面積７，０６７平方メートルのうち５，１５７平方メー

トル。合意の成立日、土地引き渡し時期ともに平成２７年３月２７日です。 

 以上です。 

○三須会長 

 報告第１号から報告第４号までは、報告事項でありますので、事務局の説明をもって承諾願

います。 

 以上で本日の審議すべき案件は全て終了いたしました。 

 ご苦労さまでした。 

○醍醐事務局長 

 閉会を宣す。（午後４時０８分） 
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